
治験契約に伴う使用貸借契約書
新潟県立リウマチセンター（以下「治験受託者」という。）及び○○社（以下「○○」という。）は、○○が治験受託者に委託する治験業務（以下「本業務」という。）の遂行のために、○○所有の動産（以下「本件貸与品」という。）について次の通り使用貸借契約を締結する。
第1条（使用貸借の内容）

○○は治験受託者に対し、以下の治験実施計画書に関する「本業務」遂行のために「本件貸与品」を無償貸与し、治験受託者は次条以下の約定によりこれを使用した後、○○に返却することを確約して「本件貸与品」を借り受ける。

	治験実施

計画書番号
	本件貸与品のメーカー名

製品名称
	数量
	貸借予定期間

	
	
	
	「本件貸与品」の実際の
引渡日

20　　年　月　　日

	
	
	
	「本件貸与品」の実際の
引渡日

～

治験契約終了まで

	
	
	
	「本件貸与品」の実際の
引渡日

～

治験契約終了まで

	
	
	
	20　　年　月　　日

～

治験契約終了まで


[ 引 渡 ]
引渡先：新潟県立リウマチセンター

新潟県新発田市本町1丁目2番8号
[ 返 却 ]

返却先：（名　称）

（住　所）
返却時の運送料：○○負担

第2条（治験受託者の義務）

1.
治験受託者は、○○から「本件貸与品」を引き渡された後速やかに検査し、「本件貸与品」に瑕疵等があった場合は速やかに○○にその旨を連絡するものとする。

2.
治験受託者は、「本件貸与品」に○○の情報等が残存していることを発見した場合は、速やかにその旨を○○に連絡しその指示を受けるものとする。

3.
治験受託者は、「本件貸与品」を、「本業務」の遂行のためにのみ使用・利用するものとし、また第三者に使用・利用させてはならない。

4.
治験受託者は、「本件貸与品」について善良なる管理者の注意義務をもってその維持管理に当たらなければならない。「本件貸与品」の使用に伴うメンテナンス（軽微な修理を含む）は、○○の費用にて行なうものとする。

5.
治験受託者の故意又は過失に起因し「本件貸与品」が破損・滅失等した場合は、治験受託者は、○○が被った当該破損・滅失等の損害について○○に賠償する。

第3条（協議）

本確認書に定めのない事項又は本確認書の解釈に関する疑義のある事項については、○○及び治験受託者は、別途協議し合意の上これを解決するものとする。

合意の証として、本書を2通作成し、○○及び治験受託者は、適法な権限を有する代表者によって記名捺印の上、各1通を保有するものとする。

　　　　　年　　　月　　　日

治験受託者
新潟県新発田市本町1丁目2番8号

新潟県立リウマチセンター

院長　　〇〇〇〇〇　　　　　　　　　印
治験依頼者
（住　所）

（名　称）

（代表者）　　　　　　　　　　　　　印
－ 2 －

